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官
民
協
働
で
田
舎
町
再
生
に

取
り
組
む
ま
ち

〜
大
鰐
〜

温
泉
と
ス
キ
ー
の
町

大
鰐
温
泉
の
歴
史
は
、
８
０
０
年
以
上
前
と

も
い
わ
れ
、
当
時
、
東
国
行
脚
中
の
仏
僧
、
円え

ん

智ち

上し
ょ
う
人に
ん
が
発
見
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
文
禄
２
年（
１
５
９
３
年
）に
津
軽
初
代
藩

主
為た

め
信の
ぶ
が
眼
病
に
か
か
っ
た
際
、
夢
に
見
た
お

告
げ
に
従
い
、大
鰐
の
温
泉
で
目
を
洗
っ
た
と
こ

ろ
、
眼
病
が
治
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

史
実
に
は
、
慶
安
２
年（
１
６
４
９

年
）に
津
軽
三
代
藩
主
信
義
が
、
大

鰐
に
御お

仮か
り

屋や

を
設
け
、
湯
治
を
し
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
明
治

28
年
に
は
奥
羽
本
線
大
鰐
駅
が
開

業
し
た
こ
と
か
ら
大
勢
の
湯
治
客
で

に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で

津
軽
の
奥
座
敷
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
大
鰐
町
。
青
森
県
津
軽
地
方
最
南
端
に

位
置
し
、
温
泉
と
ス
キ
ー
の
観
光
の
町
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。

現
在
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
困
難
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
津
軽
藩
の
湯
治
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
温
泉
や「
大
鰐
温
泉
も
や
し
」な
ど
の
伝
統
を

生
か
し
、「
湯
の
郷
・
雪
の
郷
・
り
ん
ご
の
郷
お
お
わ
に
」の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

湯
ゆ
魂
だま
石
いし
薬
やく
師
し
堂
どう

眼病が治った津軽初代藩主為信が、感謝
の意を込め大石の上に祠を建立し、名付
けた

大正元年創業の「まみや煎餅店」の店主 間宮 稔さ
ん。「豆煎餅は、水の代わりに国産はちみつを使って
いるのが特徴です。豆を限界までいれているので食
べごたえがあります。ごま煎餅は、青森県で一番硬
いですよ！」

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第42回

青森県大
鰐町

お お わ
にまち
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も
、
昔
な
が
ら
の
公
衆
浴
場
や
温
泉
旅
館
が
数

多
く
立
ち
並
び
、
町
外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
寄

せ
る
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
大
正
11
年
に
は
大
鰐
で
初
め
て
ス

キ
ー
講
習
会
が
行
わ
れ
、大
正
14
年
に
は「
全
日

本
ス
キ
ー
選
手
権
」が
開
催
、以
降
競
技
ス
キ
ー

の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
る
。

謎
多
き
「
大
鰐
の
大だ
い

日に
ち

様さ
ま

」

町
の
中
央
に
位
置
し「
大
鰐
の
大
日
様
」と
親

し
ま
れ
て
い
る
大だ

い
円え
ん

寺じ

。
そ
の
起
源
は
、奈
良
時

代
に
、
聖
武
天
皇
の
国
分
寺
建
立
に
際
し
、
本

尊
大だ

い
日に
ち

如に
ょ
来ら
い
を
阿あ

闍じ
ゃ
羅ら

山や
ま
の
大だ
い

安あ
ん

国こ
く
寺じ

に
安

置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

本
尊
大
日
如
来
は
、 

大
正
９
年
に
国
宝
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
27
年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
が
、こ
の
本
尊
、実
は
大
日
如
来
で

は
な
く
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ
来ら
い
像ぞ
う
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
阿

弥
陀
如
来
像
が
大
日
如
来
と
呼
ば
れ
、
信
仰
さ

れ
て
き
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

工
藤
住
職
に

お
話
を
伺
っ
た
。

「
津
軽
地
方
に
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
年
の
干

支
を
守
り
神
と
し
て
信
仰
す
る

一
代
様
と
い
う
独
特
の
風
習
が

あ
り
、人
生
の
節
目
に
、自
分
の

一
代
様
に
お
参
り
す
る
習
慣
が

藩
政
時
代
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

大
日
様
は
未
申
の
守
り
本
尊
で

す
。 
大
日
如
来
は
す
べ
て
の
元

で
、
阿
弥
陀
如
来
な
ど
他
の
仏

様
に
姿
を
変
え
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

未
申
の
守
り
本
尊
が
な

か
っ
た
の
で
、 

阿
弥
陀
如
来
像

を
大
日
様
と
し
て
祭
っ
て
い
た
の

で
は
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
仏
像
は
、
古
く
か
ら
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、
平
安
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
」

町
の
危
機
と

「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
」
結
成

バ
ブ
ル
期
に
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
推
進

し
て
い
た
が
、バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
い
温
泉
施
設

は
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
町
に
は
多
額
の
債

務
が
残
さ
れ
、
平
成
20
年
に
財
政
破
綻
の
懸
念

が
あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」に
指
定
さ
れ
た
。

町
が
疲
弊
し
て
い
て
、
親
が
子
ど
も
に「
こ
の
町

は
借
金
で
も
う
駄
目
だ
か
ら
、
お
ま
え
は
い
い

学
校
に
入
っ
て
東
京
に
就
職
し
な
さ
い
」と
い
う

の
が
、
当
た
り
前
の
会
話
だ
っ
た
と
い
う
。 

こ

の
言
葉
が
現
実
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
危
機

感
を
抱
い
た
町
民
有
志
16
人
が
、
平
成
19
年
に

町
お
こ
し
団
体「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
」を
立
ち
上

げ
、
地
域
再
生
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
、
大
鰐
小
学
校
の
５・６
年

生
全
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気

隊
キ
ッ
ズ
」も
活
動
し
て
い
る
。「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元

気
隊
」の
発
起
人（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
お
わ
に
事

業
協
同
組
合 

副
理
事
長
）の
相
馬
さ
ん
は「『
Ｏ

Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
キ
ッ
ズ
』の
活
動
が
、『
Ｏ
Ｈ
!!

鰐
元
気
隊
』の
一
番
大
き
な
柱
で
す
。
ど
う
し

て
か
と
い
う
と
、子
ど
も
と
親
に
意
識
改
革
を
し

て
も
ら
う
た
め
で
す
。キ
ッ
ズ
と
清
掃
活
動
を
す

る
と
き
は
、大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
大
鰐
の
よ
い

所
だ
け
を
話
す
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま

す
。そ
し
て
秋
に
は
東
京
飯
田
橋
に
あ
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョッ
プ
で
、
自
分
が
作
っ
た
大
鰐
高
原
野
菜

を
売
る
と
い
う
販
売
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
夜
に
は
、
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ

や
、
大
企
業
経
営
者
、
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
な

ど
著
名
人
を
お
呼
び
し
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

て
い
て
、著
名
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
大
鰐
町
の

よ
い
所
を
発
信
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
交
流
を
通
し
、
大
鰐
の
良
さ
を

確
認
し
、
町
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
戻
り
、
親

に『
大
鰐
が
借
金
で
駄
目
だ
と
い
う
の
は
間
違
っ

て
い
る
。東
京
の
す
ご
い
人
た
ち
が
よ
い
所
だ
と

言
っ
て
る
よ
』と
い
う
話
を
し
ま
す
。
そ
の
親
か

ら
、『
大
鰐
の
良
さ
を
子
ど
も
か
ら
気
付
か
さ
れ

た
。』と
い
う
感
謝
の
電
話
が
毎
年
き
ま
す
」と

語
る
。

人
生
か
け
て

日
本
の
田
舎
町
再
生
の

お
手
本
づ
く
り
!!

平
成
20
年
秋
に
、
町
営
だ
っ
た
日
帰
り
温

泉
施
設
を
備
え
た
大
鰐
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
鰐ワ

ニ
カ
ム

ｃｏｍｅ
」が
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
こ
と

住職 工藤 弘典さんと大日様

本堂 手
ち ょ う ず や

水舎

大円寺

プロジェクトおおわに事業協同組合 
副理事長　相馬 康穫さん。
大鰐町ＰＲのため、全国を飛び回る。

「今後、温泉ブックカフェにして、ゆっ
くり滞在して欲しいと思っています。
近隣の市町村ともコラボしながら、
地域全体が元気になる取り組みを行
いたい」と熱く語った。
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に
な
っ
た
。
経
営
は
赤
字
続
き
で
、指
定
管
理
料

０
円
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
が
、「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元

気
隊
」の
役
員
会
で「
私
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
」

と
満
場
一
致
し
、「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
」発
起
人

の
う
ち
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ
た
者
９
人
で
出

資
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社 「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
お

わ
に
事
業
協
同
組
合
」を
設
立
し
、指
定
管
理
者

へ
応
募
し
た
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
温
泉
入
浴
前

売
券
の
売
上
と
、組
合
費
を
合
わ
せ
１
０
０
０
万

円
ち
ょっ
と
の
運
転
資
金
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
な
し
で
ス
タ
ー
ト
し
、

今
ま
で
も
運
転
資
金
の
借
り
入
れ
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
奇
跡
の
無
借
金
経
営
で
す
」（
相
馬
さ
ん
）。 

町
か
ら
引
き
継
ぐ
際
に
、
従
業
員
を
全
員
再

雇
用
し
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
徹
底

し
て
行
い
、“
意
識
改
革
”に
取
り
組
ん
だ
。
ほ

か
に
も
、
売
店
を
改
装
し
、
お
土
産
屋
か
ら
産

直
市
場
へ
変
更
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
変
更
も

行
っ
た
結
果
、
指
定
管
理
初
年
度
か
ら
黒
字
経

営
を
達
成
し
た
。

「
鰐
ｃｏｍｅ
産
直
の
会
」も
立
ち
上
げ
、
従

前
全
く
お
金
に
な
ら
な
か
っ
た
規
格
外
の
野
菜

な
ど
を
販
売
し
た
。
鰐
ｃｏｍｅ
内
だ
け
で
は
な

く
、
首
都
圏
へ
も
出
荷
し
て
お
り
、
本
年
度
は

売
り
上
げ
が
４
０
０
０
万
円
を
超
え
る
見
込
み

で
、
町
の
経
済
に
好
循
環
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

「
鰐
ｃｏｍｅ
は
、
常
に
世
界
一
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
地
域
一
番
で
は
ダ
メ
で
、
隣
町
に
良
い

施
設
が
で
き
る
と
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
定
休

日
も
朝
礼
を
行
い
、
清
掃
と
従
業
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
企
業
と

し
て
当
た
り
前
の
事
を
ぶ
れ
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
」

（
相
馬
さ
ん
）。

ま
た
、町
の
伝
統
野
菜「
大
鰐
温
泉
も
や
し
」の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ「
平
成

28
年
度
地
域
づ
く
り
表
彰
国
土
交
通
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
。

「しいたけ」や「山菜」などの旬の地元産野菜

「茶臼餅」や「マルシチの味噌」など
の大鰐名物

平成28年12月に「大鰐温泉観光案内所」を開設。
左から、観光コンシェルジュの藤原さん（地域お
こし協力隊）、山田さん、藤森さん

朝礼から１日が始まる。売り上げ報告のほか、「あっち向い
てほい」や、隣の人の良い所を褒める「いいねータイム」の時
間もあり、従業員がリラックスして笑顔で仕事にとりかかれ
るようになる。ほかにも、「今日は何の日」を従業員全員で
共有し、お客様とのコミュニケーションのきっかけにして、お
客様を名前でお呼びできるようにしている。

産直・売店「メルカート」

大鰐温泉観光案内所

大鰐町地域交流センター鰐ｃｏｍｅ

　温泉熱と温泉水のみを用
いる独特の栽培方法により、
少なくとも350年以上前か
ら栽培されてきた伝統野菜
で町の特産品。長さが30ｃ
ｍ以上もあり、独特の芳香と
シャキシャキとした歯触り、味の良さ、品質の高さで人気が高く、
優良な大鰐産品の先

せん
兵
ぺい

である。
　作り方は、一子相伝で代々受け継がれてきたが、生産者が一時
期４軒にまで減ってしまったことから、町が2005年から後継者確
保に乗り出し、現在７軒で栽培している。主に冬期間の栽培だっ
たが、現在は、2軒の農家が通年化にチャレンジしており、一層
のブランド化、増産に取り組んでいる。

昔ながらの土耕栽培。原料は、大鰐町
にだけある品種「小

こ
八
はち

豆
まめ

」。一度栽培に
使用した土は、土の栄養分を補強するた
め、温泉をかけて１年間寝かせる。

大鰐温泉もやしラーメン。近
年は、イタリアン、フレンチの
食材としても使われている。

大鰐温泉もやし



大鰐町ホームページ
http://www.town.owani.lg.jp/

※　利用者一人一人の移動が社会にも個人にも望ましい方向に、自発的に変化することを促す
コミュニケーションを中心とした交通施策意識改革を働きかける施策

弘
南
鉄
道
大
鰐
線
存
続
の

取
り
組
み

弘
南
鉄
道
大
鰐
線（
中
央
弘
前
ー
大
鰐
間

１
３・９
キ
ロ
）は
、
利
用
者
が
大
幅
に
減
少
し

大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
平
成
25

年
に
廃
止
の
方
針
が
表
明
さ
れ
た（
後
日
撤
回
）。

こ
れ
を
受
け
、
弘
前
市
と
大
鰐
町
、
国
な
ど
が

平
成
25
年
８
月
に「
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
存
続
戦

略
協
議
会
」を
設
立
し
、
運
行
存
続
に
向
け
た

協
議
・
検
討
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
に
は
、
各
種
企
画
切
符
の
販
売

な
ど
多
様
な
利
用
促
進
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

沿
線
の
中
学
３
年
生
・
高
校
生
に
公
共
交
通
で

の
高
校
通
学
を
促
す
情
報
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ

グ
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
配
布
し
た
ほ
か
、
沿
線

住
民
に
は
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
無
料
乗
車
券
な

ど
を
つ
け
事
前
と
事
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え

る
過
程
で
自
然
と
利
用
意
図（
利
用
し
て
み
よ

う
と
い
う
意
識
）の
活
性
化
を
図
る
ト
ラ
ベ
ル
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な

ど
、
対
象
を
明
確
化
し
た
戦
略
的
な“
モ
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
”を
展
開
し
た
。

ま
た 

、
事
業
者
は
も
と
よ
り
、
商
店
街・学

生
・
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
が
参
画

し「
つ
な
が
れ
！
大
鰐
線
つ
な
ご
う
！
み
ん
な
の

交
通
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
立
し
、
イ
ベ
ン
ト

列
車
な
ど
も
企
画
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
利
用
者
増
加
と
い
う
明
確
な
成

果
を
も
た
ら
し
、
平
成
28
年
地
域
公
共
交
通
優

良
団
体
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
を
分
担
し
、
地
域
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
鰐
線

の
一
層
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

●地域づくり表彰とは
　創意と工夫を活かした広域的な地域づくりを通して、個
性ある地域の整備 ･ 育成に顕著な功績があった優良事例
を表彰することによって、地域づくり活動の奨励を図ること
を目的に、昭和59年度から実施。

●地域公共交通優良団体国土交通大臣表彰とは
　地域公共交通に関する取り組みが他地域の模範となる
ような顕著な功績がある団体を表彰することで、優良事例
の情報提供などを図ることを目的に、平成21年から実施。

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

こ
の
町
に
は
、
町
を
愛
し
、
自
分
た
ち
の
力

で
、
人
生
か
け
て
、ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
が
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
取
り
組
み
を
た

く
さ
ん
の
大
鰐
フ
ァ
ン
が
、町
外
か
ら
も
応
援
し

て
い
る
。

温
泉
に
漬
か
り
湯（
ゆ
）っく
り
と
滞
在
し
、こ

の
町
の
魅
力
、
そ
し
て
、
町
民
の
熱
意
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。

弘南鉄道大鰐線往復乗車券と「鰐 come」入
浴券・お買物券付きお得きっぷ「さっパス」は月
に300枚以上も売れているロングヒット商品！

弘南鉄道大鰐駅舎

わにもっこ
　「古くから林業が盛んな地域でしたが、昭
和50年代に外材が入ってきて価格が暴落し
ました。そこで、『林業に付加価値をつける何
かを』ということで『わにもっこ』を平成元年
に設立しました。現在、約７割は県産材を使っ
ており、注文を受けて青森ヒバを使った浴槽
などの大きな物から、おもちゃなどさまざま
な物を作っています」と語る山内 将才さん。

ＪＲ東日本寝台列車 ｢四季島｣ で使わ
れているお弁当箱は、「わにもっこ」
の製品。東京の有名企業からの注文
も多い。

展示館「こかげ」
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